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（博士論文審査の結果の要旨） 

 

本学位論文は、地球上で最も種数の多い植食性昆虫のうちアブラムシ類に着目し、その多様化

を引き起こした要因を明らかにすることを目的としている。植食性昆虫の系統的な多様化には、

寄主植物への種特異化が強くかかわっていることが多くの研究から明らかになっており、特にア

ブラムシ類では、1種のアブラムシ種は、1種もしくは互いに近縁な数種の植物種に限って寄生す

ることが多い。このような高い種特異性があることから、従来はアブラムシ類の系統的多様化は、

異なる寄主植物への寄主転換にともなう種分化によって駆動されたと考えられてきた。 

しかし、アブラムシの中には、同じ植物を寄主とし、形態も類似しているにもかかわらず、異

なるアリ種と共生関係をむすぶ 2 種に分化しているクチナガオオアブラムシ属のアブラムシ種が

知られている。山本氏はこの点に着目し、共生アリがアブラムシの系統多様化に果たした役割を

探るとともに、アブラムシに寄生する寄生バチの寄主特異性についても検討している。 

まず第 2章では、ミトコンドリア DNA の分子系統解析により、計 16 の遺伝子系統（亜系統をふ

くむ）のアブラムシが存在することを明らかにしている。そして、そのほとんど（14 系統）が、

特定の 1 種の植物種に寄生していることから、クチナガオオアブラムシ属の系統的多様化は、異

なる寄主植物への寄主転換によって起こったと結論している。この結論は、新規なものであり、

さらに顕著な結果として、寄主植物の幅広さがある。16 系統のクチナガオオアブラムシの寄主植

物には、被子植物と裸子植物を含む 5 目が含まれており、アブラムシが進化の歴史の中でまった

く異なる分類群の植物種へ寄主転換しつつ、多様化してきたことを明らかにした点が評価される。 

次に第 3章では、この 16 系統のクチナガオオアブラムシのうち、例外的に 2種の植物種に寄生

していた G 系統が、じつはその 2 種の植物間で季節的に寄主移住を行っていることを明らかにし

た。この点は、見かけ上の広食性昆虫が実際には単食性であることを示したものであり、先行研

究を批判的に眺め、その内容を発展させた研究経過も含め評価できる。 

 さらに第 4 章では、アブラムシに寄生する寄生バチの寄主特異性について調べ、これまで 1 種

とみなされてきた寄生バチが、じつは遺伝的に大きく異なる 2 系統に分かれていること、そして

それぞれの寄生バチ系統が、別のアリ種に随伴されているアブラムシに寄生する傾向があること

を明らかにしている。いわゆる隠蔽種の発見という意味でも評価できるが、それ以上に第 3 者で

あるアリが、寄生バチの寄主特異性の要因であることを明らかにした点は新規性の高い結果であ

る。 

以上得られた結果を総合すると、本論文は、旧北区の温帯林の樹皮上で展開されるクチナガオ

オアブラムシ属のアブラムシとケアリ属のアリの緊密な共生関係について、その種間関係と系統

進化を明らかにした初めての研究成果であると位置づけられる。ケアリ属は、温帯林に生息する

アリ類の中でも優占度の高いグループであり、一方、その共生者であるクチナガオオアブラムシ

属はケアリ属の餌源として重要な位置を占めていると考えられている。このため、本研究は、生

物間の種間関係が系統進化におよぼす影響を明らかにしただけでなく、温帯林の共生ネットワー

クを構成する重要な種間関係の実態を明らかにしたという意味でも高い学術的意義が認められる。



以上の研究成果はすでに 3 報の審査付き発表論文にまとめられている。以上の要素を総合して、

本論文が学位論文として十分な内容を備えていると判断する。 
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